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MITSUKE CITY 

見附市 

  

見附高校１年生が地域連携の授業の一環として、幻の酒米「雄町」の田植えを行

います。 

雄町の酒造りは、中川酒造株式会社（長岡市脇野町）、農業組合法人ファーム小栗

山（見附市小栗山町）、新潟酒販株式会社の３社が共同で昨年度から行っており、今

年の夏には日本酒の販売も控えています。３社の関係者は全員見附市在住で、今年

度の作付けから見附高校生も加わり、オール見附での日本酒造りに挑戦します。 

中川酒造株式会社によると、酒造会社が自ら「雄町」を生産し、酒造りをするの

は、県内では確認できておらず、唯一になります。 

 

●日 時 ５月２１日（水）１３：２０～１５：２０ 

     ５月２２日（木）１３：２０～１５：２０ 

     ※雨天延期、予備日は５月２６日、２７日。 

 

●場 所 見附市新潟東町５５番 ※農道によせて駐車可能 

     https://maps.app.goo.gl/4KkY1GEZW4zUQUkF6 

 

●品 種 「雄町」※くわしくは別紙のとおり 

 

●参加者 ・中川酒造株式会社 蔵人他（見附市在住） 

・農業組合法人ファーム小栗山 代表他（見附市在住） 

・新潟酒販株式会社 長岡支店長他（見附市在住） 

・見附高校１年生（5/21㈬1年 1組 41人、5/22㈭1年 2組 41人） 

 

●その他 ・今後、稲刈りや酒造りにも見附高校生が参加します。 

・現在、酒米「雄町」を使った日本酒は全国的に人気が高まっており、

「オマチスト」というファンも生まれています。 

【本件の問合せ先】 

地域経済課 担当:曽我 ☎（0258）62-1700（内線 233） 

見附のイメージキャラクター 

ミッケ 

見附高校生が幻の酒米づくりに挑戦 

～オール見附の酒造り～ 

https://maps.app.goo.gl/4KkY1GEZW4zUQUkF6
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